
会議録 

会議の名称 西東京市公民館運営審議会平成24年度第5回定例会会議記録 
開催日時 平成24年8月29日（水曜日）  18時30分から19時25分まで 
開催場所 田無公民館 第二学習室 
出席者 委員：野澤幸美、大島眞之、千葉佳子、畠山昭裕、須磨田純子、馬場真由美、西原み

どり、渡辺文子、福島憲子、中曽根聡、萩原建次郎 
職員：相原館長、大平主幹、川口館長補佐、小笠原分館長､長谷部分館長、平井分館

長、石川分館長 
欠席者 委員 上田校長、加藤真理、新藤浩伸 
議題 1.平成24年度第4回定例会の記録について  

2.報告事項 
（1）行政報告 
（2）公民館だより編集室報告 
（3）都公連委員部会運営委員会報告 
3.事業計画書・事業報告書について 
4.協議事項 
（1）公民館のチラシ及びポスター掲示の指標（案） 
5.事務連絡及び情報交換 

会議資料の

名称 
（1）平成24年度西東京市公民館運営審議会第5回定例会の開催について（通知） 
（2）平成24年度第4回定例会会議録 1ページ～4ページ 
（3）平成24年度公民館主催事業計画書 10件（5ページ～14ページ） 
1.高齢化社会における知っておきたい法知識（柳沢） 
2.伝えるチカラを磨く プレゼンテーション講座（柳沢） 
3.防災講座・地域と一体で（柳沢） 
4.講演「公民館と地域コミュニティ」（田無） 
5.地域を考える講座「公民館で学び活動すること」 公民館ってどんなところ？（芝

久保） 
6.自分らしく生きるために 1 「あなたも子どもの一番のサポーターになろう」

（芝久保） 
7.自分らしく生きるために 2 女性向け講座「こころとからだを守るセルフ・ディ

フェンス（護身術）講座」（芝久保） 
8.自分らしさを大切に生きるために 3 人と人とのよりよい関係をつくるために 
デートDV防止講座（芝久保） 
9.芸術・文化講座1 美術編「幻想絵画の系譜」 19世紀末から横尾忠則まで（谷

戸） 
10.カラダと環境にやさしい暮らしの講座（ひばりが丘） 
（4）平成24年度公民館主催事業報告書 8件（15ページ～22ページ） 
1.田無公民館まつり・公民館主催事業「歌声コーナー」（田無） 
2.第7回人形劇フェスタin西東京（田無） 
3.フードコーディネーターによる 料理＆食材レッスン（田無） 
4.チェス講習会（芝久保） 
5.青少年文化講座 イギリス・フランス音楽をピアノとお話で 「ラブリー・クラシ

ック・コンサート」（谷戸） 
6.自己表現講座 光であらわす・影であそぶ（ひばりが丘） 
7.盲導犬についてのお話と歩行訓練体験（保谷駅前） 
8.身近な材料を使って手すきの和紙をつくろう（保谷駅前） 
（5）公民館だより編集室報告（別紙） 
（6）ポスター及びチラシの掲示・配架の取り扱いについて 

 



記録方法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 
傍聴者 □有り ■無し 

会議内容 
議事 
1.平成24年度第3回定例会の記録について（承認） 
 
2.報告事項 
（1）行政報告 
今夏も節電に努めてきた。高圧受電施設について、節電率は、中央図書館・田無公民館は25パーセ

ント、芝久保公民館・図書館は38パーセント、谷戸公民館・図書館は19パーセント、柳沢公民館・図

書館は30パーセントのそれぞれ減。事業に影響のない範囲で節電した。室温については昨年同様とし

ている。 
 
（2）公民館だより編集室報告（以下『・』は委員発言、『→』は職員回答） 
・詳細は添付の報告書のとおり。 
・近所の人から、公民館だよりを見て「ひまわり迷路」に行ってきた、とのことであった。 
・公運審コラムの執筆者への依頼は早くしてほしい。 
・川柳を公募するにあたっては、事業に参加した中高生などにも呼びかけるとよい。 
・「公民館は○○です」も財産であり、まとめるとよい。 
 
（3）都公連委員部会運営委員会報告  
・10月6日に第2回研修会を行なう。講師は小笠原分館長。テーマは「地域社会の変化とこれからの公

民館の役割を考える 西東京市の地域ぐるみの実践から」で依頼したい。 
 
3.事業計画書・報告書について（『・』は委員質疑・意見、『→』は職員回答） 
（1）事業計画書について 
○チェス講習会（芝久保）  
・参加人数に大人・子どもの別を記載してほしい。参加者の評価の共通項目の欄が、あまりいい評価

ではないが。 
→大人・子ども別の参加人数は把握している。今回は記載せず申し訳ないが、次回より記載する。評

価については人数上の計上であり、具体的には不明である。 
 
○講演「公民館と地域コミュニティ」（田無）、地域を考える講座「公民館で学び活動すること」

（芝久保） 
・利用者懇談会の活用、開拓であり、委員には参加を呼びかけたい。 
・チラシに利用者懇談会のことを入れるとよい。 
→チラシはそのようにする。 
 
○高齢化社会における知っておきたい法知識（柳沢） 
・対象は独居高齢者などに特定した方がよい。 
→高齢者を見守る若年層も視野に入れた。 
 
・近いことは社会福祉協議会が行っているが、参加者を集めるのに苦慮している。家族関係が希薄に

なっていることも一因であろう。 
 
・内容、広報とも公民館らしさを打ち出していってほしい。 
 
・30代、40代くらいの層にとって切実なテーマであり、タイムリーだと感じる。 
 



○あなたも子どもの一番のサポーターになろう、デートDV防止講座（芝久保） 
・学校などに出向く努力をしていることを評価する。 
 
○防災訓練（柳沢） 
・地域住民との連携という点で期待する。 
 
・小学生などにも参加を呼びかけるとよい。利用団体向けの広報をしてほしい。 
→都営自治会と話す中で企画した。利用団体にも呼びかける。 
 
○フードコーディネーターによる料理＆食材レッスン（田無）、ラブリー・クラシック・コンサート

（谷戸） 
・参加者の評価に年齢、学年が記載されておりわかりやすい。学年、年代による受け止め方の違いが

興味深かった。 
 
4.協議事項（『○』は委員発言、『・』は職員説明） 
（1）公民館のチラシ及びポスター掲示の指標（案）について 
・前回提示したものを内容を変えずに文言整理した。毎年見直していく。 
○この指標で了解する。 
 
5.事務連絡及び情報交換（『○』は委員質疑・意見、『・』は職員説明） 
・第53回関東甲信越静大会は12人参加、午前5時こもれびホール前出発。 
 
・市教育計画策定懇談会 
 アンケート調査を成人市民・青少年・小中学生に対して行う。アンケート項目に「公民館がどんな

ところか知っていますか」「公民館に行ったことがありますか」「公民館のロビーは居心地が良いと

思いませんか」「公民館職員とお話をしてみませんか」「学校以外で人が集まり、学び、物を作った

り、探してみることは素敵だと思いませんか」の5つの質問を追加提案した。 
 
・公民館についての説明を述べてからアンケートに入る形の提案も受けている。 
 
○「キャンプの力」（柳沢）に関して情報提供する。都の青少年課のシンポジウムで、市の不登校引

きこもり相談室のカウンセラー、三鷹市のNPO文化学習協働ネットワークと同席した。「キャンプの

力」について連携をとれたらよい、との声をもらった。文化学習協働ネットはノウハウを持ってい

る。市、民間団体、公民館でつながっていければ有意義である。 
 
○ 同事業に関して、生活福祉課でも「ウィー」という場所をひばりが丘北にもっている。文化学習

協働ネットワークもかかわっており、情報として提供する。 
 
 第6回定例会 9月26日（水曜日） 18時30分  於:田無公民館 第二学習室 
 
 


